


カスタムポリエステル製トートバッグ：注文前に仕様を決めるプリント入り210D、600D、rPETトート
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Details
 

カスタム印刷ポリエステルトートは、織りポリエステル製のトートバッグです。折りたたみ式ノベルティには通常210D、日常使い向けのしっかりしたバッグには600Dを用い、シル
クスクリーン印刷、昇華転写、DTFでブランド表示します。生産開始前に、デニール、GSM、コーティング、持ち手の仕様、印刷方法、公差、検査条件を文書で確定することが、注文
成功の鍵です。

このページは、展示会、内覧会、オンボーディングキット、店舗イベントでバッグを配布し、翌月にも使い続けてもらいたい方のためのものです。典型的な購入者は、年に一度か二度注文す
るマーケティング担当者、イベントプランナー、団体スタッフ、小規模事業者です。受け取る人は会議参加者から従業員、顧客までさまざまです。つまり、一つのトートに書類、製品サンプ
ル、食料品、ジム用品を入れる必要があり、見栄えのよいレンダリングだけでは不十分です。

問題点： 見積書に書かれた「ポリエステル」という語は、非常に幅広い仕様をまとめて指します。透けて見える210D配布用バッグと、ストラクチャー型の600Dキャリーオールが、
同じ商品名になることがあります。一部のカタログでは、不織布のポリプロピレン製品も同じトートバッグのカテゴリーに掲載されています。イベントの日程は動かせないことが多いため、
再印刷はほとんど間に合いません。 対策： トートバッグを、カタログの写真ではなく、書面化された仕様として扱ってください。以下のセクションは、この順序で、生地とコーティングの
選定、生地に合った印刷方法の選定、入稿データの事前チェック、現実的なスケジュール、受け入れ試験を扱います。仕様が確定したら、MOQ、リードタイム、単価をプロジェクトごと
にお見積りします。このページの内容は、包括的な約束ではありません。
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カスタム印刷ポリエステルトートで購入するものは何ですか？ ↑
カスタム印刷ポリエステルトートは、通常オックスフォード織またはキャンバス織のポリエステルフィラメント織物を裁断・縫製し、アートワークを入れたバッグです。発注には二つの方式
があります。一つ目は在庫ブランクへの印刷で、SKUにより色、サイズ、ポケットが固定されているため、変更できるのは印刷だけです。二つ目は構造カスタマイズで、生地、寸法、持ち
手、マチ、ポケットを変更します。構造変更にはサンプル作成が必要で、通常は最小発注数量が高く、スケジュールも長くなります。

米国の公開カタログ掲載情報は、初代モデルの外観を示しています。中型の210Dトートバッグで、サイズは16" W × 12" H × 6" D、印刷エリアは11-3/4" ×
9"、持ち手は28"のポリプロピレン製ウェビングハンドルです。この掲載情報では、ストックブランク（無地の在庫品）を注文するモデルとして説明されています（210Dトートバッ
グのカタログ掲載情報[3]）。これらの数値は、ある一時点における一つのSKUを示したものです。業界平均ではありません。

デニールは糸の太さを表します。生地重量でも耐荷重でもありません。高GSMで密に織られたGSM 420Dオックスフォードは、低GSMで粗く織られたGSM 600Dより
重く、耐摩耗性が高い場合があります生地デニールガイド[4]。そのため、すべての見積もりでデニールとGSMの両方を求めてください。実用容量と安全な耐荷重は、実寸、バッグへの入
れ方、サンプルでの検証に左右されます。当社では一般的な耐荷重表示を印刷するのではなく、量産前サンプルで両方を確認します。

用途に合う生地グレードはどれですか：210D、600D、rPET、またはコーティング品？ ↑

グレード 参考生地重量 最適用途 制約
210Dポリエステル 約110–180 gsm 折りたたみ式ノベルティ、会議用バッグ 重い荷物や頻繁な洗濯には不向き。透けて見える場合がある



420D～600Dポリエステル 600Dは約280–360 gsm 日常使い、オンボーディングキット、屋外イベ
ント カートンが重く、運賃が高くなる

600D rPET 見積書でGSMを確認 ESGプログラム、小売商品 「再生材」表示には注文単位の文書が必要

PUまたはPVCコーティング 耐水圧をmmで要求 雨への曝露、追加の形状保持 より硬く重い。湿度の高い保管環境ではコーティングがひび割
れる場合がある

GSMの範囲は上記の製紙・織布工場ガイドに基づき、織密度で変動します。無コーティングのポリエステルは、せいぜい耐水性にとどまります。PUコーティングはバッグの折りたたみ
性を保ち、PVCは重量と硬さを代償により強い防水性を与えます。「防水」という言葉を受け入れるのではなく、耐水圧をミリメートルで要求してくださいポリエステルバッグ発注ガイ
ド[5]。同じガイドでは、ポリエステルに関する苦情の大半は生地自体ではないとされています。問題は持ち手の接合部、または折り線に沿ってひび割れる印刷です。閂止め縫いまたはボック
スX縫いがなければ、荷重時に持ち手が抜けることがあります。

バッグサイズと印刷範囲は一緒に決めてください。ポケット、縫い目、マチは印刷可能領域を狭めるため、大きなバッグでもロゴが小さくなる場合があります。縫い目と持ち手を避けた平ら
な前面パネルを測定してください。そのうえで、実際に人が見る距離、通常は画面上ではなくブースや通路の向こう側から、ロゴが読めることを確認します。



表面仕上げと持ち手の取り付けは、安価なトートで最も失敗しやすい部分です。高温多湿の倉庫に保管されたコーティング生地は、べたついたり剥離したりすることがあります。ロット全体
でコーティング供給元を固定し、生産途中の代替を禁止してください。持ち手については、ウェビング幅、縫製タイプ、各接合部の補強を指定し、量産裁断開始前に現物サンプルで承認して
ください。

ひび割れや色あせを防ぐ印刷方法はどう選びますか？ ↑

方法 色数 濃色生地 最適用途
シルクスクリーン印刷 1–4色の特色（Pantone） はい。淡色インクには白引きが必要 ロゴ、ブランドのベタ色
昇華転写 無制限 いいえ 淡色・高ポリエステル率バッグへの全面画像
熱転写／DTF 無制限 はい 濃色バッグへの小さなフルカラーマーク
刺繍 糸色 はい ファスナーや厚い縫い目から離れた小さなロゴ

昇華転写にはポリエステル素材が必要です。ある印刷ガイドでは、白いトートに全面写真を昇華転写できる素材は100%ポリエステルだけだとされていますトート印刷ガイド[6]。ブラン
クに繊維比率の記載がない場合、そのブランクへの昇華転写は未検証として扱ってください。洗濯について、装飾業者の2026年版ガイドは、600Dポリエステルキャンバスのシルクス
クリーン印刷は約30–40回の洗濯に耐え、部分洗いを推奨すると見積もっています。標準条件および適切な硬化を前提に、洗濯機で洗える10 ozオンス綿キャンバスは50回以上とし
ています装飾業者の素材ガイド[7].

印刷範囲を決めるのはアートワークではなくバッグです。米国カタログの600Dカチオン性オックスフォードトートは、シルクスクリーンまたは転写で3インチ×3インチの印刷しかで
きず、生産には7–10営業日を要しますオックスフォードトート掲載[8]。濃色の210D生地では、淡色のシルクスクリーン印刷に白引きが必要で、工程と費用が増えます。



校正を依頼する前に、次の入稿前確認を行ってください：

すべての文字をアウトライン化したベクターファイル（AI、EPS、PDF）。
各特色のPantone参照。
縫い目、ポケット、持ち手を避けて測定した印刷位置と最大サイズ。
線幅は約1–1.5 pt以上とし、アートワークは縫い目から約15 mm離してください。
特色かフルカラーか、片面のみか両面かを文書で選択。
署名済み校正が生産基準になることへの合意。

見積もりからバッグ納品まで、注文はどのように進みますか？ ↑
ステップ1 — ブリーフと見積もり。 数量、納品希望日、配送先住所、生地グレード、バッグサイズ、持ち手スタイル、印刷方法、色数を送ってください。見積書には、単価、版代または
セットアップ費、サンプル費、運賃、検査費を別行で記載し、同じ条件で比較できるようにしてください。

ステップ2 — デジタル校正。 校正では、実際のバッグのテンプレート上に印刷位置、サイズ、Pantoneカラーを示します。リードタイムは最初の問い合わせ日ではなく、校正承認
日から数えてください。

ステップ3 — 現物サンプル。 このステップは、新しい生地または構造では必須です。昼光下でレンダリングの横にサンプルを置いて撮影し、バッグを洗濯する場合は洗濯・摩擦チェック
を行ってください。署名済みサンプルで、寸法、縫い目密度、持ち手位置、ロゴ位置精度、金具を確定します。



ステップ4 — 量産。 生産は署名済みサンプルに従い、裁断、印刷、縫製の工程内写真を添えます。 ステップ5 — 最終検査 は残金支払い前に行います（次節参照）。 ステップ6
— 出荷 はイベント日で選びます。国内では装飾済み在庫ブランクに宅配便を使い、海外生産では船便、航空便、または国際エクスプレスを使います。

調達ルート 一般的に見られる最小発注数量 一般的に見られる所要期間 最適用途
在庫ブランクへの米国カタログ印刷 25–150 pcs個 校正後3–10生産日、別途輸送期間 開催まで3週間未満のイベント
在庫色＋印刷、海外生産 100–300 pcs個 15–25日、別途運賃 計画的な年間ノベルティ
生地、サイズ、金具の完全カスタム 1,000個以上 40–55日＋船便20–30日 小売・プライベートブランド

海外の行は、B2Bマーケットプレイスの、販促用トートバッグに関する2026ガイダンスに基づいています（マーケットプレイスのMOQガイド[9]）。米国の行
は、210D、600Dおよびオックスフォード素材のトートバッグのカタログ掲載情報を反映しており、リードタイムは3–5, 5–7および7–10日です。これには600Dコンベ
ンション用トートバッグが含まれ、そのリードタイムは5–7営業日です（600Dコンベンション用トートバッグの掲載情報[10]）。イベントまで3週間未満の場合は、ストックブランク
に装飾を施し、構造の変更には着手しないでください。当社のMOQとリードタイムは、ブリーフが揃った後に注文ごとにお見積りします。

残金支払い前の検査はどう行うべきですか？ ↑
一般検査水準IIでISO ISO 2859-1 / ANSI/ASQ Z1.4に従い抜取検査を行ってください。重大欠陥は0、主要欠陥はAQL AQL 2.5、軽微欠陥はAQL
AQL 4.0を許容します。バッグ検査チェックリストでは、持ち手の脱落、開いた縫い目、反転したロゴを主要欠陥に分類していますバッグAQLガイド[13]。AQL 2.5は抜取受入
限度です。2.5%の不良品出荷を許可するものではありませんAQL抜取検査の解説[14].

濃色または蛍光色の場合は、発注書（PO）に染色堅牢度を明記してください。洗濯は、ISO 105-C06またはAATCC 61の方法で、変退色について等級4以上、汚染につい
て等級3以上を満たす必要があります。摩擦はISO 105-X12またはAATCC 8で試験してください（染色堅牢度試験ガイド[15]）。一回のサイクルでの合格は、複数回サイクル
での合格よりはるかに弱い結果です。撥水性は、 AATCC TM22スプレー試験[16]で確認できます。この試験は濡れに対する耐性を測るもので、防水性も機械洗濯適性も証明するも
のではありません。生地の強度は、 ASTM D5034グラブ試験[17]で指定できます。これらの方法は、お客様の注文について試験に基づく性能保証を示すものではありません。いず
れも注文ごとに合意する、サンプリングまたは第三者機関による試験項目です。

米国カタログでは通常、 おおよそ0.5インチの公差 を生地寸法に記載しています。これは標準ではなく、販売者の契約条件です。より厳しい公差が必要なら、校正に記載してください。寸
法公差があっても、印刷位置のずれ、持ち手の不均一、ロゴ色の誤りは許容されません。

https://webstore.ansi.org/standards/astm/astmd5034212025


イベント週の前に、カートン数を発注書および梱包明細書と照合。
においと湿気：新しい生地の短時間のにおいは風に当てれば抜けますが、湿ったカートンやカビのあるカートンは不合格です。
持ち手接合部を引張試験し、署名済みサンプルの補強と比較。
印刷位置、サイズ、Pantoneを照合し、ピンホールや剥がれがないことを確認。
寸法を平置きで測定し、合意済み公差内であることを確認。

イベントスタッフが仕分けせずにバッグを配れるよう、内袋・カートンごとの入数、カートン重量上限、カートンラベルを指定してください。受入期間は出荷後数日ではなく、受領
後7–15営業日に設定してください。持ち手不足、ロット全体の色移り、ロゴ誤りなどの主要欠陥については、販売者が運賃を負担すべきです。翌年の再注文でも同じ仕様になるよう、署
名済みサンプル、承認済み校正、Pantoneリストを保管してください。



ポリエステルはキャンバス、綿、不織布とどう異なりますか？ ↑

素材 印刷の強み お手入れ 質感 最適な用途
600Dポリエステル 昇華転写、転写、滑らかな表面 部分洗い しっかりしていて耐水性がある 日常の屋外使用、オンボーディング
210Dポリエステル シルクスクリーン、転写 部分洗い 軽量、折りたたみ可能 大量ノベルティ
10 ozオンス綿キャンバス シルクスクリーン印刷、刺繍 洗濯機で洗える 重く、水を吸う 小売商品
4–6 ozオンス綿 シルクスクリーン、DTG 再利用は限定的 柔らかく、型崩れする 短期キャンペーン
80 gsm gsm不織布PP 低温硬化スクリーン印刷 洗濯不可 低価格な印象 一回限りの大量配布

印刷とお手入れの列は、前述の装飾業者による素材比較に従っています。価格は、仕様、印刷色、運賃条件で見積もりが変わるため省いています。耐水性、折りたたみ性、フルカラー昇華転
写を最重視するならポリエステルを選んでください。知覚価値と洗濯機洗いを最重視するならキャンバスを選んでください。単価と数量が再利用性より優先される場合にのみ不織布を選んで
ください。ポリエステルは合成繊維特有の手触りなので、誤った期待を与えるキャンバス風テクスチャのレンダリングは避けてください。

米国とEUで安全に使える表示・再生材表示は何ですか？ ↑
以下では 16 CFR 303.45[18]、繊維法は衣類、寝具、タオルなどの列挙製品を対象とし、その他の繊維製品を除外しています。トートバッグはこの一覧に含まれません。ただし、
包装または商品掲載で表示する繊維組成は、いずれも真実でなければなりません。

The FTCグリーンガイド[19] では、一部に再生材を含む製品は、重量ベースの再生材量または割合を明確に示す必要があります。したがって「再生ボトル製」のような表示には、その
特定の発注書に対するGRSトランザクション証明書が必要であり、持ち手やコーティングが再生材でない場合は、バッグ全体について主張できる範囲が制限されます。Textile
Exchangeによると、2025, 97%年に生産された再生ポリエステルは約9.7百万トンで、その2025, 97%はプラスチックボトル由来です素材市場レポート[20]。「繊
維から繊維へ」の表示には、原料に関する別途の証明が必要です。

2026年1月1日以降、対象となるカリフォルニア州の店舗は、最低$0.10の料金で再生紙製持ち帰り袋のみを提供できますCalRecycle規則[21]。販促用ポリエステルトート
が適合するレジ袋として自動的に認められるわけではないため、その用途で使う前に小売法務の確認を受けてください。

EUでは、「環境に優しい」のような裏付けのない一般的表示は、27年9月2026日から消費者向けマーケティングで禁止されましたEmpCo分析[22]。2026年10月10日
から、衣類、アクセサリー、履物に含まれるPFHxAは25 ppbに制限されますPFAS規制概要[23]。そのため、はっ水仕上げにはロット試験が必要です。カリフォルニア州で
は、2026年のProp 65通知で、トートバッグにDEHPが含まれると申し立てられましたProp 65通知[24]。この通知は判決ではなく申し立てですが、PVCの縁材、コーティ
ング、インクを検査する理由になります。12歳以下の子ども向けバッグには、CPSIAの試験およびトラッキングラベル規則も適用されます。

次の注文で押さえるべき要点は何ですか？ ↑
販促チャネルは大きく、現在も緩やかに成長しています — 米国ディストリビューター売上は$27.1十億ドル、1.3%増（出典)
サステナブル製品は販促支出において意味のある割合を占めます — $3.69十億ドル、2024年売上の13.8%（出典)
再生ポリエステルは現在も主にボトル由来です — 2025, 97%年に9.7百万トン、その2025, 97%はボトル由来（出典)
販促トートはカリフォルニア州のレジ袋として自動的に認められません — 再生紙のみ、最低$0.10、2026年1月1日から（出典)
一般的な「環境に優しい」表示はEUの購入者にとってリスクがあります — 裏付けなしでは2026年9月27日から禁止（出典)
発注書にAQL水準を記載 — 水準II、重大0、主要2.5、軽微4.0（出典)

ブリーフを署名済み仕様書に変える準備はできましたか？ ↑
優れたカスタムポリエステルトートの注文は、生産開始前に決まります。つまり、見積もりにデニールとGSMを記載し、コーティングを明示し、持ち手接合部を補強し、繊維に合う印刷方
法、署名済み校正とサンプル、発注書上のAQLおよび堅牢度条件を整えることです。数量、納品希望日、アートワーク、用途をお送りください。文書見積もりとデジタル校正を返信し、サ
ンプル作成または試験が必要な項目を明記します。

見積もりとデジタル校正を依頼する

https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-C/part-303/section-303.45
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-B/part-260/section-260.13
https://calrecycle.ca.gov/plastics/bagrequirements/
https://oag.ca.gov/prop65/60-day-notice-2026-00129
https://www.ppai.org/media-hub/ppai-sales-volume-estimate-promo-reaches-new-height-but-hampered-by-external-volatility/
https://www.ppai.org/media-hub/ppai-sales-volume-estimate-modest-growth-in-2024-but-reasons-for-optimism-remain/
https://calrecycle.ca.gov/plastics/bagrequirements/
https://jp.zigpac.com/contact


[3] 210Dトートバッグのカタログ掲載情報：サイズと印刷エリア。 ↩

[4]生地デニールガイド：210Dと600D.のデニール対GSM、および重量範囲。↩

[5]ポリエステルバッグ発注ガイド：コーティング、耐水圧、持ち手補強。↩

[6]トート印刷ガイド：昇華転写には100%ポリエステル素材が必要。↩

[7]装飾業者の素材ガイド：印刷耐久性とお手入れ、キャンバス対600D.。↩

[8]オックスフォードトート掲載：印刷範囲3インチ×3インチ、生産7–10営業日。↩

[9]マーケットプレイス最小発注数量ガイド：カスタマイズ水準別の最小発注数量とリードタイム。↩

[10]600Dコンベンショントート掲載：5–7営業日、公差0.5インチ。↩

[13]バッグAQLガイド：バッグの検査水準と欠陥区分。↩

[14]AQL抜取検査の解説：AQL 2.5が2.5%の不良率を意味しない理由。↩

[15]堅牢度試験ガイド：ISOおよびAATCCの洗濯・摩擦閾値。↩

[16]AATCC TM22スプレー試験：繊維生地のはっ水性試験法。↩

[17]ASTM D5034グラブ試験：織物の破断強度試験法。↩

[18]16 CFR 303.45：繊維法の対象製品範囲。↩

[19]FTCグリーンガイド：再生材含有量表示の規則、16 CFR 260.13。↩

[20]素材市場レポート：2025年の再生ポリエステル量とボトル由来比率。↩

[21]CalRecycle規則：2026年発効のカリフォルニア州持ち帰り袋要件。↩

[22]EmpCo分析：2026年9月27日から施行のEUグリーンウォッシング規則。↩

[23]PFAS規制概要：2026年10月からのアクセサリー向けEU PFHxA規制値。↩

[24]Prop 65通知：2026年のトートバッグDEHP含有を申し立てる通知。↩
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